
(1)教育理念・目標・人材育成像

（１）学校の理念・目的・育成人材像は定められているか。 3

（２）学校は、学習指導、生活指導をとおして社会人としての基本を学び、美容業界の発展に
貢献できる教育をおこなっている。

3

（３）各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけ
られているか。

3

【意見】

【改善のための方策】

【関係者評価】

・特にありません。

(2)学校運営

（１）目的に沿った運営方針が策定されているか。 4

（２）運営方針に沿った事業計画が策定されているか。 3

（３）運営組織や意思決定機能は、規則的に明確化されているか、また有効に機能しているか 3

（４）人事、給与に関する規程等は整備されているか。 3

（５）教務・財務などの組織整備など意思決定システムは整備されているか。 3

（６）業界や地域社会などに対するコンプライアンス体制が整備されているか。 3

（７）教育活動などに関する情報公開が適切になされているか。 3

（８）情報システム化などによる業務の効率化が図られているか。 4

【意見】

・生活態度については、まだ改善点が多いと思います。

・カット等あまり細かくおそわらないので少しわかりづらいです。

【改善のための方策】

・教員同士の連携を図り、教育レベルを統一させる。
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評価項目 自己評価

・教科によって差があると思う。

・教職員研修を改めて行い、教育水準向上と理念、基本方針等の周知を徹底する。

設　　　問

・先生方が熱心なので、頑張れます。

自己評価

・化学の授業の進むスピードが速すぎて、内容が全然入ってこない。だから、ゆっくり分かりやすくしてほし
いです。



【関係者評価】

・特にありません。

(3)教育活動

（１）学校は、配布されたシラバス（授業計画）に基づき、計画的な学習指導を行っている。 3

（２）学校は、専門教科とその他の教科を、バランスよく配分し、基礎力の育成に向けた指導
がなされている。

3

（３）先生達は、実技の授業で各技術ごとに細かい指導をおこない基礎技術、接客技術の向
上を目指している。

3

（４）学校は、資格取得を目標に授業の中で試験対策等をおこなっている。 4

（５）学校は、成績・評価について学則に定めており、また企業関係者からの評価について
は、学外コンテスト、技術大会等に出場し受賞を目指している。

4

（６）学校は、挨拶や礼儀作法等の指導を徹底し、節度ある規則正しい生活を身につけさせて
いる。

3

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・特にありません。

【関係者評価】

・特にありません。

(4)学生指導等

（１）基本的生活習慣の確立のため取り組みが行われているか。 3

（２）学生の完全管理のための取り組み等（災害共済保険、スクールカウンセラー発達障害の
ある学生等への支援が行われているか。

3

（３）学生・保護者からの相談体制が整備されているか。 3

（４）進学・就職指導にかかる支援体制は整備されているか。 4

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・難しい問題にはついては、行政と連携をとり、専門的な解決、支援を行う。

【関係者評価】

設　　　問 自己評価

設　　　問 自己評価

・（校則違反者について）校則を細分化するよりは、人間的に社会が迷惑になるということを伝えることが
重要。社会人として、人として、してはいけないことを継続的に指導する。例えば、その場の掃除など身を
もって体験させるなど。



（５）特別活動等

（１）クラブ活動等特別活動を推奨、支援しているか。 3

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・特にありません。

【関係者評価】

・特にありません。

（６）学修成果

（１）学校は、企業参加の就職説明会を毎年定期的に行い、学生に対しての就職支援に努め
ている。また、個別に2者面談を定期的に行っている。

4

（２）学校は、資格取得率の向上に対してのサポート体制をとっている。 4

（３）学校は、退学率の低減について担任制による学生指導の実施、定期的な個人面談、教
職員全体でのサポート体制をとっている。

4

【意見】

【改善のための方策】

・教職員一丸となり、学生を見守る体制作りを行う。

【関係者評価】

・特にありません。

（７）学生支援

（１）学校は、進路、就職に関する支援体制を整備している。 4

（２）学校は課外活動（放課後練習、ワインディング部等）に対する支援体制を整備している。 4

（３）学校は、学生相談に関する体制を整備している。 4

（４）学校は、保護者への連絡を適切に行い、連携体制をとっている。 4

（5）学校は、健康診断を毎年実施し、学生の健康面での支援を行っている。 4

（6）学校は、学費納入サポートとして複数設定しており、無理のない学費納入計画を作成
し、安心して学校生活が送れるよう支援体制をとっている。

3

自己評価

設　　　問 自己評価

設　　　問

設　　　問 自己評価

・学修成果についてはサポートが足りない部分はあると思います。

・先生達はかなりサポートして下さっていると思います。



【意見】

【改善のための方策】

・教員の事務連絡についての合理化を推進し、実技指導、面談などに力を入れていく。

【関係者評価】

（８）教育環境

（１）学校は、施設、設備等教育上の必要性に十分対応できるように整備している。 3

（２）学校は、特別授業として、各種イベント、ヘア・ファッションショー、おくんち見学、外部講
師によるセミナー、サロン見学などを定期的に実施し、学生の感性や創造性の向上を目指し
ている。

4

（３）学校は、防災訓練を定期的に行っている。 4

【意見】

【改善のための方策】

【関係者評価】

・ハロウィンやヘアーショーなど、クオリティーの高いものを提供してほしい。

（９）学生の受け入れ募集

（１）学生募集活動は適正に行われているか。 4

（２）学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか。 4

（３）学納金は妥当なものとなっているか。 4

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・情報収集を充分に行い、本校独自の魅力ある活動を行っていく。

・学生一人一人に合わせた環境作りは難しいが、できるだけ要望に応えられた環境整備を行う。

設　　　問 自己評価

設　　　問 自己評価

・保護者への理解度には差があると思いますが、仕方ないかと思います・・・。

・放課後教えている先生もいて、良いと思う。

・イベント等は多いが、ＢＡＰ等に向けた生徒の姿勢には温度差があるのが気になります。

・ＢＡＰはすごくありがたいです。

・最近の保護者は、子供と長く関わりたい方が多いように思われるので、もっと保護者と接する機会を増や
すとよい。そうすることで、妹や弟の入学につながるのではないだろうか。また、来年はミレニアムベビー
が進学する年になるので、より一層その傾向が高まるのではないだろうか。



【関係者評価】

・入学に際して、入学金の差で、専門学校を選ぶ学生が増えている。

（１０）財務

（１）中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。 4

（２）予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。 4

（３）財務について会計監査が適正に行われているか。 4

（４）財務情報公開の体制整備はできているか。 4

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・特にありません。

【関係者評価】

・特にありません。

（１１）法令などの遵守

（１）法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。 4

（２）個人情報に関し、その保護の為の対策がとられているか。 4

（３）自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。 4

（４）自己評価結果を公開しているか。 4

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・特にありません。

【関係者評価】

・特にありません。

設　　　問 自己評価

設　　　問 自己評価

・ＫＥＮＢＩを知らない人が長崎で結構多いので、イベントの告知時には小さなチラシを作ってＰＲをすること
を心掛ける。また、出身校にも送付、ガイダンス時にも持参したほうが良い。

・オープンキャンパス開催日数について、日数を減らし、ゲストを呼ぶなどして、将来像が見えるようにした
ほうが良い。



（１２）社会貢献・地域貢献

（１）学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。 3

（２）学生のボランティア活動を推奨、支援しているか。 4

（３）地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練を含む）の受託などを積極的に実施し
ているか。

3

【意見】

・特にありません。

【改善のための方策】

・地域との連携を更に深め、よりよい関係性を構築していく。

【関係者評価】

自己評価

・自治会として、今回初めて1000人程参加する地域の行事に参加してもらい、すごく盛り上がった。また、
幣校生徒からの感想文をもらい嬉しかった。積極的に行動し、子供たちに声をかけ、皆大変喜んでいた。

・警察の指導で、不審者を見かけた場合の対処法として、「声をかけずに110番」となっているが、ＫＥＮＢＩ
の学生は、容姿による判断が容易で、地域ぐるみで見守る体制が整っている為、地域の風紀を乱すような
行動を目撃する場合があれば、報告、連絡、相談をすることとしている。また、近年自治会では、生徒に対
する苦情は一切出ていない。

・外部のイベントに積極的に参加させ、地域社会と触れ合うことで、自分の役割について明確になり、自然
とお客様への対応ができるようになると思います。

設　　　問
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